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なぜ特許をテーマとしたか
1. はじめに

 ユーザ会の重要な使命のひとつはユースケースの共有・発信です。

 特許はユースケースの情報発信チャネルとしてとても有用であり、国際特許ともなれば、世界への情報発信
となり、かつ日本発の唯一無二のユースケースでもあるのです。

 OCIjpの運営事務局としてお話ししたい内容であることから、OCIjp#19の特集テーマとしました。

 本日は2つの特許事例を通じて、特許作成の観点を共に学びたいと思います。

 そして、今後OCIを活用して、より良いユースケースを作成し
特許というチャネルを使って世界に日本のユースケースを発信していきましょう。

● 特許はユースケースの有用な情報発信チャネルのひとつ



特許作成の観点（事例研究のまえに）
1. はじめに

 特許の多くは天才的なひらめきというよりも大きく以下2つの要素で作成されることが多く、
この2つの要素が本日皆さんと学びを深めたい内容です。
※もちろん特許の中には天才的な内容もあります（これはもう、学ぶというより、天才が天才たる所以のような内容ですので、本日は対象外とさせて頂きます）

①OCIのサービスを使ってみて、そのサービスを自分の現場に当てはめた際に施した工夫
（皆さまのご担当されているシステム特有の事情による工夫である場合もあるかもしれませんが、
意外に特許になったり、世界にアピールできる内容だったりするのです。）

②OCIのサービスの機能にインスパイアされて、あらためて既存のシステムを俯瞰した際のひらめき
（この後はOracle Blockchain Platformのチャネル機能。特定ユーザのみだけブロックチェーンの台帳に
アクセスできる機能にインスパイアされた事例を紹介します)

 両社の共通点は、ご自身の担当しているシステムとOCIの相乗効果であり、本日のOCIjp#19にご参加に皆さ
ん誰しもが特許を産み出すことができる可能性を秘めているということになります。

 もしかしたら、皆さんはすでに世界に唯一無二のアイデアをお持ちかもしれません！
OCIと共に、世界のひのき舞台に上がりましょう！！

● キーワードは皆さんの担当システムシステムとOCIの相乗効果



補足：本日ご紹介する特許の検索方法（国内特許）
1. はじめに

 1件目の研究事例は国内の特許ですのでJ-PlatPat [JPP]（特許情報プラットフォーム）をご紹介します
 https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
 特許-実用新案にチェックを入れて「2020-166461」を入力して検索ボタンを押下してください

（出典）https://www.j-platpat.inpit.go.jp/

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/


補足：本日ご紹介する特許の検索方法（国際特許）
1. はじめに

 2件目の研究事例は国際特許ですのでPatentscope（国際・国内特許データベース検索）をご紹介します
 https://patentscope2.wipo.int/search/ja/search.jsf
 検索フィールドに「ID/番号」を設定し、検索用語に「PCT/JP2020/005838」を入力して

検索ボタンを押下してください

（出典）https://patentscope2.wipo.int/search/ja/search.jsf

https://patentscope2.wipo.int/search/ja/search.jsf


OCIのサービスを自分の現場に適用した際の工夫
2. 研究事例その①

● 事例研究の仕方：特許発案の過程をトレースしていくことで実施します。

（ア）OCIサービスの検証

（イ）担当システムへの実装

（ウ）適用のための工夫

（エ）特許化



（ア）OCIサービスの検証
2. 研究事例その①

（出典）Oracle Cloud Infrastructure（OCI）Autonomous Database管理コンソール



（出典）Oracle Cloud Infrastructure（OCI）Autonomous Database管理コンソール
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• Autonomous Database AutoML実験
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（出典）Oracle Cloud Infrastructure（OCI）Autonomous Database管理コンソール



（イ）担当システムへの実装
2. 研究事例その①

（出典）Oracle Cloud Infrastructure（OCI）Autonomous Database管理コンソール



（ウ）適用のための工夫
2. 研究事例その①

 学習に用いたデータ量が多い場合、学習時間が長時間化したり、過学習を招きます。

 Autonomous Databaseはデータを簡単に、かつ大量に蓄積できる優れたサービスです。
私のシステムにおいても、大量のデータがありました。

 機械学習という局面では、その蓄積されたデータから、データの信頼度を守りながらサンプリング行い、
適切な量の学習データを生成し、それを学習データとすることで、程よいレスポンスで適切な精度のモデル
を生成することができます。

 データのサンプリングといってもいろいろが方法があり、機械学習という局面では、あまり良くありません
が、例えばデータの先頭から1,000レコードを抽出し、学習データとする。などです。このようなAutoML
向けにサンプリングを効率的に行える仕組みの整備をしたのですが、それが特許となりました。

● 適用のための工夫＝学習の長時間化および過学習を防いだこと



（エ）特許化
2. 研究事例その①

（出典）https://www.j-platpat.inpit.go.jp/p0200



（エ）特許化
2. 研究事例その①

（出典）https://www.j-platpat.inpit.go.jp/p0200



ソースデータ

分析結果のデータ

ソースデータ

分析結果のデータ

データを取り出す

データを格納する

Ｒ環境

統計解析
アルゴリズム

PL/SQL

補足
2. 研究事例その①



OCIのサービスの機能にインスパイアされての創発
3. 研究事例その②

● 事例研究の仕方：特許発案の仮定をトレースしていくことで実施します。

（ア）OCIサービスの機能からの感化

（イ）既存ワークフローの置き換え

（ウ）さらなる改善の検討

（エ）特許化



（出典）経済産業省「ブロック
チェーン技術を利用したサービス
に関する国内外動向調査」

http://www.meti.go.jp/pre
ss/2016/04/20160428003/
20160428003.html

小さなデータをブロックに格納

ブロックを暗号化

ブロック間をチェーンで結合

第三者機関は不在

参加者全員で

台帳(チェーンされたブロック)

を分散管理

「非」中央集権中央集権

（ア）OCIサービスの機能からの感化
3. 研究事例その②



 １つのブロックは、トランザクションの集まりとヘッダから構成

 ヘッダには、「直前ブロックのヘッダのハッシュ値」が保存される

（例えばブロック２のヘッダ２に保存されているハッシュ値H2は、直前のブロック１のヘッダ１から計算したハッシュ値）

 ヘッダの中には、「トランザクションの集まり全体のハッシュ値」も格納される

ヘッダ２に保存されているハッシュ値「T2」は、ブロック２に記録されているトランザクションの集まり全体から計算したハッシュ値

 ヘッダにはハッシュ値H2とハッシュ値T2が保存。また、ヘッダの中にはノンスと呼ばれる任意の値や、タイムスタンプも保存されている

この値をブロックに含めて計算したハッシュ値が
"0x000..."になる値＝「ノンス」を一番早く見つけた人が

「報酬」と「次のブロックを生成する権利」を獲得

OCIのサービスの機能にインスパイアされての創発
3. 研究事例その②

● １つのブロックはトランザクションの集まりとヘッダから構成されヘッダにはハッシュ値が保存されている



Hyperledger Fabric is an enterprise-grade permissioned distributed ledger framework for developing solutions and 

applications. Its modular and versatile design satisfies a broad range of industry use cases. It offers a unique approach to 

consensus that enables performance at scale while preserving privacy.

(cf. https://www.hyperledger.org/projects/fabric)

 迅速にファイナリティを確立できる軽量な

コンセンサス方式の採用

 チャネルによるブロックチェーンネットワークの

論理的な分割

 スマートコントラクト(契約の自動実行機能)

の実装。Hyperledber Fabricにおいては

スマートコントラクトはチェーンコードと呼ばれる
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OCIのサービスの機能にインスパイアされての創発
3. 研究事例その②

● Linux Foundationが管理するオープンソースのブロックチェーン基盤

https://www.hyperledger.org/projects/fabric
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- LevelDB(ﾃﾞﾌｫﾙﾄのKey/ValueDB)
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①SDKﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理負荷改善
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発の簡易化

③全履歴ﾃﾞｰﾀ参照性能改善
ﾃﾞｰﾀ活用範囲の拡大

②トランザクション特性の改善

REST

※従来型のgrpc通信による
構成を組むことも可能

StateDB

Oracle Cloud

Oracle Cloud認証

OCIのサービスの機能にインスパイアされての創発
3. 研究事例その②



● J-SOX法(内部統制)に対応するためのプログラム・リリース管理システム

国際出願番号

PCT/JP2020/005838

国際出願日

14.02.2020

発明の名称

[EN]

BLOCKCHAIN 

UTILIZATION 

SYSTEM

[JA]

ブロックチェーンを

利用するシステム

（出典）https://patentscope2.wipo.int/search/ja/detail.jsf?docId=WO2020255483&_cid=JP1-KQ012E-68256-1



● 事例研究の仕方：特許発案の仮定をトレースしていくことで実施します。

（ア）OCIサービスの機能からの感化

（イ）既存ワークフローの置き換え

（ウ）さらなる改善の検討

（エ）特許化

OCIのサービスの機能にインスパイアされての創発
3. 研究事例その②



 J-SOX法(内部統制)の重要な要件:開発したモジュールが改ざんされ、不正なコードが埋め込まれることなく、本番環境で稼動してい

ることを証明・担保すること

 従来の手法の一例としては、システム開発者とは利害関係のない、独立した組織(プログラム・ライブラリー管理者＝ライブラリアン)を

確保し、プログラムの改ざんチェックや、本番環境への適用により内部統制を担保している

 ライブラリアン組織においては課題がある。システムの大規模化、

複雑化が進み、またモジュールの更新頻度も高まっており、

それに伴ってライブラインの仕事量は増加している

 加えて、リリース書類確認においては複数人での複眼チェックや、

その人員稼動率を向上させるためのチーム化など、

組織構成も大規模化が進む

一方で仕事内容が比較的単純であるが、

ミスは許されないといったことから、

メンバーのモチベーション維持も一苦労である

組織長
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ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ1 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ2 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ3
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Bチーム ・・・・

（ア）OCIサービスの機能からの感化
3. 研究事例その②

● 背景／本特許が解決する課題①



●従来の手法：特許第5253336号 「プログラムリリース管理システム」

●これから：本システムは真正性および業務プログラムのトレーサビリティを実現し、無人稼動による省力化に貢献する
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（イ）既存ワークフローの置き換え
3. 研究事例その②

● ブロックチェーンを社内ワークフローに適用し監査法人に正当性を示す例

（出典）https://patentscope2.wipo.int/search/ja/detail.jsf?docId=WO2020255483&_cid=JP1-KQ012E-68256-1



（イ）既存ワークフローの置き換え
3. 研究事例その②

（出典）https://patentscope2.wipo.int/search/ja/detail.jsf?docId=WO2020255483&_cid=JP1-KQ012E-68256-1



● 事例研究の仕方：特許発案の仮定をトレースしていくことで実施します。

（ア）OCIサービスの機能からの感化

（イ）既存ワークフローの置き換え

（ウ）さらなる改善の検討

（エ）特許化

（ウ）さらなる改善の検討
3. 研究事例その②



Hyperledger Fabric is an enterprise-grade permissioned distributed ledger framework for developing solutions and 

applications. Its modular and versatile design satisfies a broad range of industry use cases. It offers a unique approach to 

consensus that enables performance at scale while preserving privacy.

(cf. https://www.hyperledger.org/projects/fabric)

 迅速にファイナリティを確立できる軽量な

コンセンサス方式の採用

 チャネルによるブロックチェーンネットワークの

論理的な分割

 スマートコントラクト(契約の自動実行機能)

の実装。Hyperledber Fabricにおいては

スマートコントラクトはチェーンコードと呼ばれる
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● Linux Foundationが管理するオープンソースのブロックチェーン基盤

（ウ）さらなる改善の検討
3. 研究事例その②

https://www.hyperledger.org/projects/fabric


（ウ）さらなる改善の検討
3. 研究事例その②

 本特許は監査の負荷低減(監査人が監査対象の企業へ来社する必要を無くす)が行えるだけでなく

効率的かつ効果的な監査にも貢献できる

 従来、監査は、何万本とある監査対象プログラムの中から抜き打ちで、その内部統制が確保できているかどうか確認を行う場合が多い

と思うが、統制が担保されているかどうか確認確度を一定のレベルに保つことは難しい。内部統制の場合、統制が懸念されるのは以下

のようなモジュールである。

- 一定期間内に、同一開発者からの申請回数が異様に多い場合

- 本番適用が滞りがち(1週間以上経過しても、稼動しない。もしくは本番稼動する前に再度のリリース申請)

- 同一プログラムであるにも関わらず、一定期間内に開発者がたびたび変更される

 本システムでは、１日置きに、上記数字をモジュール毎に積み上げておく

（積み上げは、1年間行う：監査は毎年行われるため）

 監査時においては、監査人の管理画面にその情報を表示することで、統制が担保されているかどうか確認確度を一定のレベルに保つ

● 背景／本特許が解決する課題②：監査法人とチャネル接続することによる効率的な監査の実現



（ウ）さらなる改善の検討→（エ）特許化
3. 研究事例その②

リリース申請回数確認画面
監査時の支援画面

…

本番適用遅延回数確認画面 開発者変更回数確認画面

（出典）https://patentscope2.wipo.int/search/ja/detail.jsf?docId=WO2020255483&_cid=JP1-KQ012E-68256-1



世界へ日本のユースケースを発信していきましょう！
4. まとめ

 特許の多くは天才的なひらめきというよりも大きく以下2つの要素で作成されることが多く、
この2つの要素が本日皆さんと学びを深めました。
※もちろん特許の中には天才的な内容もあります（これはもう、学ぶというより、天才が天才たる所以のような内容ですので、本日は対象外とさせて頂きます）

①OCIのサービスを使ってみて、そのサービスを自分の現場に当てはめた際に施した工夫
（皆さまのご担当されているシステム特有の事情による工夫である場合もあるかもしれませんが、
意外に特許になったり、世界にアピールできる内容だったりするのです。）

②OCIのサービスの機能にインスパイアされて、あらためて既存のシステムを俯瞰した際のひらめき
（この後はOracle Blockchain Platformのチャネル機能。特定ユーザのみだけブロックチェーンの台帳に
アクセスできる機能にインスパイアされた事例を紹介します)

 両社の共通点は、ご自身の担当しているシステムとOCIの相乗効果であり、本日のOCIjp#19にご参加に皆さ
ん誰しもが特許を産み出すことができる可能性を秘めているということになります。

 もしかしたら、皆さんはすでに世界に唯一無二のアイデアをお持ちかもしれません！
OCIと共に、世界のひのき舞台に上がりましょう！！

● キーワードは皆さんの担当システムシステムとOCIの相乗効果



OCIの有用な技術情報のありか
5. ステップアップに向けて
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 OCIチュートリアル  OCI活用事例集
https://oracle-japan.github.io/ocidocs/https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/

 Oracle LiveLabs
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/dbpm/r/livelabs/home

 Oracle Cloudウェビナー

https://go.oracle.com/LP=95899?elqCampaignId=248187&src1=:pm:ba:::ocws-jp

（出典）OCIチュートリアル https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/
（出典）OCI活用事例集 https://oracle-japan.github.io/ocidocs/
（出典）Oracle LiveLabs https://apexapps.oracle.com/pls/apex/dbpm/r/livelabs/home
（出典）Oracle Cloudウェビナー https://go.oracle.com/LP=95899?elqCampaignId=248187&src1=:pm:ba:::ocws-jp

https://oracle-japan.github.io/ocidocs/
https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/dbpm/r/livelabs/home
https://go.oracle.com/LP=95899?elqCampaignId=248187&src1=:pm:ba:::ocws-jp


そしてユーザグループ「OCIjp」
5. ステップアップに向けて
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https://fullenergy-oci.connpass.com/

 座談会・LTにお気軽に
ご参加下さい！！

 お待ちしております。

 これからも継続参加を
お願い致します。

 パブリック・クラウド
を盛り上げていくのは
やはりユーザの気持ち
が一番大事です！

 アンケートの回答もぜ
ひお願いします。

（出典）https://fullenergy-oci.connpass.com/

https://fullenergy-oci.connpass.com/


（出典）写真は#OOW19において本人撮影


